








要約:高度の肥満小児の心肺機能への影響が減量指導によりどのように改善されるか、高

度の肥満小児 6例に対し減量前後の運動心肺機能を評価することにより検討した。減量に

より運動能は改善したが、運動心肺機能の評価は減量前より低下傾向にあった。すなわち、

高度肥満小児は組織量の増加に対し代償的に高心拍出量、高換気仕事量状態になっている

のであり、食事、運動療法により改善されるものと考えられた。


